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I ひまわり8号皿塁璽乞二竺匪墨出土釦＿——--→I
広域植生モニタリングに応用できたら···

雲除去コンポジット日数の短縮化 高い時間分解能での
（知如lt,et..會＇ 2006; Iii..匹，，，9,0141 植物フェノロジー，光合成塁などの把握

遍〒号匹ふゾつ
免＊冨

彎‘、1• 
口ひまわり8号地表面反射率データの構築・評価

口静止軌迫衛星特有の幾何条件がもたらすデータ研生質を把握し，有用性を評価

|対象出ト-------------—---→1

PENの半球分光放射計(MS700)データ

①上下方向の放射照度から半球性反射
率を算出 , 

\’ide-band 
＇切«;lance

② 

( AHi, MODISの可視(RGB)・近赤外 : I 

パンドこ相当する反射率に換算 “‘ i へIRe如ance 砥ん。 bands f 

＇こコ(AH二MODI[
盲い如9贄(`‘

|ひまわり朗号へ四墾王-------------目
Himawari•8(AHI} vs Himawari•7(Imager)、 MODJS(Terra,Aqua} 1a..心． a叫 20161

H1mawan•-8(AHl) H1mawan• 7(1m叩臼） Terra, Aqua (MODIS} 

観珊液K柑 可視(RG1B6)b， a近n”ds'9．み外 司祝（白5黒ba嗣nd箪s）．赤外 可祝(RG3B6)b． a近n鼻ds外．みi外
空間分鮒罷

0 5 • 2km 
｛衛星直ド点）

蒙潤絨置
10mm(Ful1•d咄）

(”一lI'!点）

空闇分解蛇の
向

可視・近赤外
バンR”奮加

高鍋度観測

気象観測の高度化のみならず，
新たな衛星フロダクトの開発

1km, 4km 0 25km『 0.5km, 1km 

JOmio (Full-disk) Iday 

I 解析デ三ーダロ翌空----—------------二|
口ひまわり8号(AHi汗ータを用いrd!!!;表面データセット（地表面反射率， NDVI)の稿築

大気放射伝達コード6SVによる大気補正図而CC,a`］06I

MODIS大気プロダクト(MOD/MYDOB dally); Water vapor、 Ozone, AOT550 

切比絞検訂データ

MODIS（極軌道衛塁Terra、 Aqua)データ

大気上端反射率 (MOD/MYD021KM)

地表面反射率 (MOD/MYDQ9GA)

- -}←翠
半球分光放射計（地上観測）データ

Phenolog1c~I Eyes Network (PEN) 
[:!:1ll訟却， 200~1

→季節変化，日変化の観点から比較

I 衛星麟セ竺竺三旱ニ――--4
@ AHi；固定の観磯何条件
日本血対しては、 例）志山サイト
Sensor Zenith (40°付近） (AMll :30, PMlJ:30; Obs time fo, MOD!S) 

: en=  80 |J心□ 。¥霊 MonIh
•MODIS 

@ MODIS; 毎回異なる観測幾伺条件 70 i, • 

SensorzenIm （多くのバターン） ~gl I tざ'8
9 1 • Sohr 45, ;2 

SensorAzlmuth (90°、 270°付近） 念 40 1 り1
→後方散乱，前方散乱を均等に輝則 こ30, I 

，，叩 g閑ヽ. ... 
竺 01210
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Azimuth angle (degree) 
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I 大気補正？＿一竺竺旦主二包--------~I
121 TOA-Blue: 決定係数が非常に低い．

MODIS：多くのハターンの観測天頂角
AHi: 固定の観測天頂角（時期、時間帯により太陽幾何条件は多少変化）

121 大気補正により，決定係数が全パンドで向上．（短波長/(ンドほと言しい）

→各センサ碑測幾何条件の違い（光踪長⑪gい）に起因する大気の影響のギャップが臣咸
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' ,’探；ャ四両1•upam,．I, •~, •,. 3 
印X疇mれい9ふ～●l..DI

ー 全Sサイ戌雲なしピクロKAHIとMODIS両万）
• AH!tMOD!効1!1測騎間が扇も近いたタ

I 大気補正の塁竺里竺堡主任乙ユL----~I
121 Blue （レイリー散乱の影響が大きい）；
大気補正により、 AHiとMOD!S11)関係がl • 1に近づW束，

Gil Red （レイリー散乱の影響が小さい）；
大気補iE前後で変化は小さく、とちらもよく一致

→ AHiとMODISのTOC反射率の一貫性を確認
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-'.1:S')イ1-0lff~はク9リ•IAHltMODISi贔n)
・ い四DIS<四"llflが纏Uい99了—り
- AHUMODI効,....,•ソ91lTI匡9"費臼条件が•似Iヽ（いるデ "II匹.9U-•心虫巫I●IRZA"'I-匹AM.,.,＆|01『)

I 大気補正の翌竺竺包墜墜丑工二土---_---|
AHl>MDDIS 

・ 全59イドり雰ぷJビクセル(AHiとMODIS両万）
ｷ AHiとMODISO)太閾ペセンりl!ilfll対幾何条件がX泄（しているデータ

(IRAひI RAZMODISl&IRZAAHI-RZAMODISI<= 10") 
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AHl<MDDIS 

切 Blue：大気補正の補正量は
AHl<MODISであった．
{MODISの方が短波長側に寄っている）

121 Green：大気補正の補正量は
AHl>MODISであった．

{AHiはMODISよりかなり短波良側に設
定されているI
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夏至

細如
一 AHi O PEN(AH!) 
•••MOO!S• PEN(MODIS) 
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Month 
※雲なU：クセJi,(AH比MODIS丙万），AH比MODIS<!油
測騎間が碍6迅ヴータを使用

口夏至付近ではよく一致冬至に近づくにつ
れ差(AH!:,MOD!S)が生じた

口なぜ“AHl>MODIS" ?［区西．......2002) 
- AHi；後方散乱成分のみ

- MODIS; 後方散乱と前方散るしの均等を観
測(PENとより一致、巽方性の影誓の軽減）

左；後1111乱
石；蔚方1111乱

heoom: 
知凸心m、'

口なぜ冬至に近づくにつれ差が生じたのか？
ー 太隠高度が下がることにより、
後方散乱＞前方散乱が大きくなる．

｀こ：：
| NDV［の季＿岡野し慢出2止L--------I I 地表面扇輝巴匹空堕旦旦止ム屋山二仕}--ニ．I
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Month 
必⇔匹mッl,(AHll:MODIS両万）、 AHll:MOD!S匹
氾闊1111が誡も近いデー9e"

0AHIとMODISQ)NDV田平均値の変
化は類似した．

- NDVIは呉方性効果の影誓を軽減
r,1 9ヽゆlf<Jか、匹21

切衛星データ(AH1、 MODIS)とPENの
NDVI値は成g期以外で差が生じた．
(e.g. 展葉，紅栞，落葉期付近）

—対象スケールの違いが原因

JST 2016/05/12 JST 2016/08/31 JST 2017/11/03 

の地表面反射率の日変化1払HI
とPENで大きく巽なる．
＂心Iii宏→319.20061

.竺-- ｷ `‘'-
• AHi；太隅の幾何条件の変化
に伴い値が変化

I::-- ； ,I、ヘン-`. ；宕盟悶芯認符
“”“ 三：：口：三ば協雰茎閉HIと
.,~書"v—!... : 
i.... ....... `-- ・巽方性効果の影醤が軽減

ｧ 
●●・・← •・ IヽI‘’”l9UI9.2002]

"‘` I t•• 
| 
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まとめ—- -----------~—----~-| 
,-.---------·—,.._ ____________、こ『全--‘三一---------·----I ひまわり8号デー引茫5地表面反射率データを橘築、大気補正の妥当性を確認 I .. -----------,_, __ ----------------__, ---______,_ ~ 
...—-----------------------------------------1 
1 MODISやPENの地表面反射率， NOVIなどと日変化・季節変化の親点から比較 l---------- -----1-------,—--------,—--------
____, ______,_ ------, ___ ------------__, ___ ----—’ 
：口地表面反射率データは，極軌道衛星データよりも太賜の幾何条件の影口を強く ' 
'受ける．そのため＇，時間帯や時期，対象i似：センサの位湮関係によって，祖られる
：地表面反射率叫却旦が大きく変化．
'→広椒畦モ＝夕りングに用いる場合、 BRDF（双方向性反射率分布関数）による : 
：補正曰饂iやドでの正規化処理直まれるということが示唆された． t 

直 NOVIは，巽方性効果の影四を効率的に軽減さ土ることができ，さらに，日中は＇
＇ほぽ一定の値となる．

：→ MODlSと同捏度で大まかな植物フェJoシー包足えられることが分かった．
：→高い時間分解能での把握が可能であることも分かった．
----__, __ -------_, ___, ------------------------

I 今後噂望----------――――—--4

く今後の展望＞
ひまわり8号の時間分解能の高さにより陸域モニタリングがどの程度進展するかを示す．


	P049-051

